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市
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

将
来
の
仕
事
の
選
択
肢
と
し
て

安
曇
野
市
議
会
議
員
は
ど
う
で

す
か
。 大

学
の
観
光
学
科
に
在
学
し
て

い
ま
す
が
、
安
曇
野
観
光
に
つ

い
て
調
べ
た
ら
、
外
国
人
観
光
客
に

対
す
る
施
策
が
あ
ま
り
な
い
ん
で

す
。
市
議
会
か
ら
も
、
も
っ
と
観
光

面
で
の
政
策
提
案
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
給
付
金
等
申
請

を
す
る
の
に
、
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
で
す
。
も
っ
と
簡
単
に
行
え
る
よ

う
に
、
議
会
に
も
動
い
て
ほ
し
い
で

す
。
貧
困
も
見
た
目
で
は
わ
か
ら
な

い
か
ら
、目
を
向
け
て
ほ
し
い
で
す
。

議
員
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧わ

か
な
い
の
で
、
議
員
に
な
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
。

可
能
性
０
％
で
は
な
い
け
れ

ど
、
あ
ま
り
将
来
の
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
で
す
。

表
紙
ぐ
ら
い
は
見
た
こ
と
は
あ

る
け
ど
読
ん
で
な
い
で
す
。

難
し
く
て
読
み
た
い
と
は
思
わ

な
い
で
す
ね
。

安
曇
野
に
は
仕
事
が
あ
ま
り
な

く
て
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
安
曇

野
の
自
然
も
好
き
で
す
が
、
都
会
に

行
き
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
ま
す

か
。

去る12月19日、成人式実行委員会のご協力を得て、新成人の
会場に４人、オンラインで４人の計８人の新成人の皆さんが

残念ながら成人式はコロナ感染症拡大により延期と

　新成人の皆さんの社会への関心は高く、安曇野への地元愛
は強いと感じました。一方で、自分との関係が見えないので、
政治が身近に感じられないとの意見も多く、若い世代の意見
を取り入れた政策提案など、政治参加の機会を議会が作って
いく必要性を痛感しました。インタビューにご協力いただいた
皆さんありがとうございました。

インタビューを通して…

安曇野の良さである自
然を残してほしい。開
発し過ぎないで！

地域に根ざした人に
なって、医療の仕事で
地元に貢献したい。

都市化で勝負ではなく、
自然いっぱいのまちづ
くりで勝負してほしい。

学んでいる技術のスキ
ルアップに努め、資格
取得を目指します。

久保田　真
ま お

生 さん
三郷中学校出身

福岡　歩
あゆむ

武 さん
豊科北中学校出身

須澤　颯
はやと

斗 さん
穂高東中学校出身

田
たなべ

邉　平
へいわ

和 さん
穂高西中学校出身

議会がきく!!新成人

市役所会議室でのインタビュー

ＱＱ

Ｑ

Ａ ＡＡＡ

ＡＡＡ

大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
活
か
し

て
、地
域
に
根
ざ
し
た
人
に
な
っ
て
、

医
療
の
仕
事
で
地
元
に
貢
献
し
た
い

で
す
。

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
は　

８
人
中

２
人
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。

が
ん
ば
り
ま
す
。　
　

広
報
委
員

会  場

※写真撮影時のみマスクを外していただきました

特 集
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選
挙
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

将
来
も
安
曇
野
に
住
み
続
け
た

い
で
す
か
？
（
ま
た
は
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
戻
っ
て
き
た
い
で
す
か
？
）

若
い
世
代
が
政
治
に
関
心
を
持

つ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
か
。

ど
ん
な
安
曇
野
市
に
し
た
い
で

す
か
。

親
と
一
緒
に
体
験
し
て
み
よ
う

と
思
い
行
き
ま
し
た
。
何
も
調

べ
ず
行
っ
た
の
で
、
も
っ
と
考
え
て

投
票
し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

安
曇
野
市
に
住
み
た
い
で
す
。

山
が
見
え
る
よ
う
な
自
然
が
あ

る
と
こ
ろ
で
仕
事
が
し
た
い
で
す
。

情
報
が
自
然
に
入
っ
て
こ
な
い

か
ら
、
政
治
と
は
距
離
を
感
じ

ま
す
。
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
に
手
軽
に

情
報
が
届
く
方
法
が
あ
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。

若
い
人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
思
え
ま
せ
ん
。
政
治
と
直
接

関
係
が
あ
る
こ
と
が
身
近
に
は
見
え

な
く
て
、
距
離
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

地
域
の
存
続
の
た
め
に
あ
る
程

度
の
開
発
は
必
要
だ
し
、
人
が

来
て
く
れ
る
の
は
い
い
が
、
安
曇
野

の
よ
さ
で
あ
る
自
然
が
残
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
開
発
し
過
ぎ
る

の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
の
よ
さ
は
自
然
が
あ

り
、
水
が
お
い
し
い
こ
と
で

す
。
安
曇
野
の
自
然
を
宣
伝
し
た
ら
、

も
っ
と
知
名
度
が
上
が
る
と
思
い
ま

す
。
都
市
化
で
は
な
く
、
自
然
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
と
し
て
勝
負
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
か

ら
、
行
き
た
い
け
ど
（
わ
ざ
わ

ざ
帰
省
し
て
ま
で
）
行
け
ま
せ
ん
。

高
校
で
も
小
中
学
校
で
も
、
何

か
政
治
の
話
が
あ
れ
ば
関
心
が

持
て
ま
す
。
先
生
や
大
人
か
ら
話
が

あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
学
校
で
ね
。

新春インタビュー
皆さんへインタビューを行いました。実行委員総勢15人中、
応じてくださり、市政や安曇野への思いを語ってくれました。
なりましたが、新成人の皆さんにエールを贈ります！

自分がどう生きていく
のかしっかり考えて、
自立できるようにして
いきたい。

人に迷惑をかけず、人
に幸せを与えられるよ
うな大人になりたい。

コロナ禍の中、周りに
感謝することが多かっ
た。感謝の心を忘れず
に頑張りたい。

勉強や就職、いろいろ
頑張る。大学生活も楽し
みたい。

小林　叶
かのん

音 さん
豊科北中学校出身

小澤　真
ま き

樹 さん
堀金中学校出身

山崎　まみこ さん
堀金中学校出身

山口　大
たいせい

成 さん
豊科南中学校出身

リモート参加の皆さんはモニター画面の中から発言

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

オンライン

会場とリモートをつなげて
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可　決補正予算
審議 補正前の予算額   →

565億9，600万円　
補正額（増額）　→  
1,700万円

補正後の予算額
566億1，300万円

令和2年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）
議案第108号

認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
に
エ
ア

コ
ン
の
整
備

新
総
合
体
育
館
の
使
用

料
を
定
め
る
条
例

議案第108号

議案第74号

増
田 

望
三
郎

臼
井 

泰
彦

小
林 

純
子

小
松 

洋
一
郎

竹
内 

秀
太
郎

遠
藤 

武
文

　

使
用
料
の
上
限
設
定
を
認
め
、
指

定
管
理
者
の
応
募
と
選
定
、
管
理
者

の
運
用
に
向
け
て
の
準
備
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
へ
の
説
明
や
意
見
聴
取
が
不

十
分
で
あ
る
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
面
か
ら
、
市
民
負
担
75
％
は
高

す
ぎ
る
。市
民
生
活
を
考
慮
す
れ
ば
、

市
民
負
担
は
下
げ
る
べ
き
だ
。

　

新
総
合
体
育
館
が
指
定
管
理
で
運

営
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
議
論
が
不
十

分
で
あ
る
。
使
用
料
に
つ
い
て
も
市

　

豊
科
南
部
総
合
公
園
を
多
角
的
に

事
業
展
開
す
る
た
め
に
も
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
は
適
正
だ
。
使
用

料
も
受
益
者
負
担
を
配
慮
し
、
公
平

性
を
考
慮
し
て
お
り
適
正
で
あ
る
。

　

豊
科
南
部
総
合
公
園
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
新
総
合

体
育
館
の
使
用
料
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
が
必
要
に
な
る
。
使
用
料

は
市
の
公
共
施
設
全
体
と
し
て
、
統

一
し
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
算
出
さ

れ
て
い
る
。

　

維
持
管
理
を
指
定
管
理
で
行
う
こ

と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
幅
が
広
が

る
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
今
後
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
運
営

の
中
で
市
民
の
意
見
を
反
映
で
き

る
。賛

成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

委
員
会
質
疑

設
計
費
用
が
高
い
よ
う
に
思

う
。
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

快
適
に
な
る
点
は
良
い
が
、
汗

を
か
け
る
子
ど
も
の
体
を
作

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答答 問問
認
定
こ
ど
も
園
で
１
０
０
台
、

幼
稚
園
に
６
台
を
計
画
し
て

い
る
。
エ
ア
コ
ン
の
能
力
に
つ

い
て
は
、
体
積
と
窓
の
開
口
面

積
、
収
容
人
数
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
く
る
。
各
園
そ
れ
ぞ
れ

面
積
等
違
う
の
で
、
受
電
契
約

容
量
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
必

要
に
応
じ
て
変
圧
器
を
変
え

る
。

３
歳
ま
で
に
汗
を
か
け
る
体
を

作
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切
、
こ

れ
か
ら
も
心
が
け
て
い
く
。

令
和
２
年
７
月
福
祉
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
市
へ
の
要
望

と
し
て
、「
保
育
施
設
に
お
け
る
エ

ア
コ
ン
の
早
期
設
置
」
を
提
案
し
、

８
月
27
日
に
議
会
よ
り
市
長
へ
提

案
要
望
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
本
議
案
は
、
閉

会
中
に
総
務
環
境
委
員
会
、
福
祉

教
育
委
員
会
、
経
済
建
設
委
員
会

に
お
い
て
、
所
管
部
よ
り
説
明
を

受
け
、
質
疑
・
議
論
を
重
ね
て
臨

時
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　昨今の猛暑を受け、公立認定こども園、幼稚園への冷房設備の整備について早期の導入
に向け、冷房設備の設計委託費などの補正予算が可決されました。

認定こども園、幼稚園の3歳以上児の
すべての教室にエアコンが整備されます‼
※３歳未満児の教室はすでに設置済みです

新総合体育館の使用料の上限を決めました！

令和２年  第２回臨時会
　令和２年11月10日、第２回臨時
会が開催され、令和２年度補正予算
を含む議案２件を審議しました。
　主な質疑と討論を紹介します。
★臨時会・定例会・委員会のページ
の議案名はわかりやすい表現にして
います。正式な議案名は８ページへ

新総合体育館アリーナ完成予想図

民
へ
の
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題

が
多
い
。
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トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）

安曇野市議会の
　  連載！

その4

　市政についての要望や意見等があるときは、だれでも請願や陳情を提出することができます。議員

の紹介が必要なものを「請願」といい、必要ないものを「陳情」といいます。

　要望や意見は、ズバリ「あなたの困りごと」そのものだったり・・・。そう、それでいいのです。

それこそが、市政への市民参加です。だから、「陳情」は市民一人でもできるようになっているのです。

大いに活用してください。

　安曇野市議会では、「請願」も「陳情」も同等に扱っており、委員会で請願や陳情の提出者が意見を

述べる機会も用意しています。

◆請願・陳情の手続は？
　・手続きの概要や提出時期については、議会事務局へお問い合わせください。

　  電話０２６３－７１－２１５６

◆請願書・陳情書はどうやって書くの？
　・市議会ホームページでも解説しています。
　・どうぞお気軽に議員にご相談ください。市政への市民参加をお手伝いします。

実現した請願・陳情の事例

請願・陳情はどのように市政に反映されるの？

そんな時は、請願や陳情と
いう方法を使って議会に私
たちの声を届けて、議論し
てもらおうよ。

困りごとを相談・解決する
には、どんな方法があるの
かしら。

請願・陳情ってなぁに ? わたしにもできるの ?

〇野外保育園（森のようちえん）に対する補助を求める請願書（平成 22 年）
→不採択だったが、議論を受けてその後市は補助を決定。

〇児童クラブ受け入れ拡大について（平成 29 年）
→採択され、受け入れ拡大につながった。

〇精神障がい者の福祉医療給付費制度の対象範囲の見直しについての陳情（平成 30 年）
→採択され、制度改正につながった。

　現在のところ、採択された請願・陳情について、市が対応しなければならない（処理責任を負う）という

法的根拠はありません。しかし、提出された請願・陳情について、採択されたか不採択だったかに関わらず、

市が関心を向けることにつながり、問題解決や政策実現に近づくことは期待できます。

議員名簿はこちら

議会ホームページはこちら

年）
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市
が
行
っ
て
い
る
委
託
業
務
の
入
札
は
、

公
正
性
、
透
明
性
、
競
争
性
、
経
済
性
が

確
保
さ
れ
、
地
元
業
者
の
育
成
に
も
努
め

て
い
る
。

　

暗
に
市
内
業
者
を
仲
間
外
し
に
す
る
よ

う
な
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。
外
さ
れ
た
業

者
は
入
札
に
参
加
で
き
な
く
な
り
、
競
争

の
原
理
が
働
か
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　

市
内
業
者
で
で
き
る
仕
事
は
、
で
き
る

だ
け
市
内
業
者
に
発
注
し
、
税
金
を
し
っ

か
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
経
済
の
好

循
環
に
繋
が
る
。

陳情趣旨　市内企業への発注機会を今回の定例会では議会最終日の議決において、13の議
案等に対して討論を行いました。賛成・反対の総発言数
は43回で活発な議論となりました。

　令和 2年 12 月定例会が 11月
24日から12月18日まで開催され、
令和2年度補正予算案を含む議案
23件、議員提出議案４件、陳情５
件を審議しました。主な議案を紹
介します。 最終日、議論

12月定例会

宮
下 

明
博

坂
内 

不
二
男

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

陳情第14号
委託業務に関する陳情その他の討論があった主な議案等

陳情第5号
5G導入に際しての
慎重な自治体対応を求める陳情

陳情第10号
豊科重柳地区の開発に関する陳情

議員提出第7号
安全・安心の医療介護の実現と国民の
いのちと健康を守るための意見書

　自治体として健康被害を回避し、市民の健康的な生活を
守るために賛成という意見の一方、国策であることや電磁
波と健康被害の因果関係は無く問題ないという意見もあ
り、反対多数で不採択となりました。

　該当農地を物流拠点にするため都市計画の変更をしてほ
しいという陳情趣旨。優良農地であり、安曇野の田園風景
を守るべきだという反対意見の一方、高齢化が進んだ重柳
地区の活性化には必要だという意見もあり、賛成多数で採
択となりました。

　国への意見書提出について、要望項目にある負担減は、
結果として医療・介護制度が成り立たなくなり、若い世代
の負担を増やすことになるという反対意見がありました
が、賛成多数で可決されました。

コロナ禍、市の財政は大丈夫？

市の財政状況に関する説明は、
・コロナ関連施策での一般財源の歳出は約９億円。これは国
の地方創生臨時交付金でまかなわれる見込み。

・市民に有効性が認められれば、独自の支援策を打つ。
・財政調整基金は50億円を目標に管理してきたが、現在残高
は約38億円。

・令和3年度予算額は試算で市税は9億円減額、一般財源ベー
スで約 20 億円減収が見込まれる。

　コロナ禍による市内経済の落ち込み、雇用状況の悪化で、市民の生活困窮度は増しており、市の各種支援策を私たち
議会も承認してきました。一方で、市の財政状況や今後の市政運営に影響はないのでしょうか？

採　択

可　決

不採択

かつてない財源不足への対応は、
・新年度予算案は歳出事業を厳選し、規模を抑制。
・財政調整基金を活用。
ということでした。

次の 3月定例会では、市の財政および新年度予算
案が主要議題になります。議会も引き続き注視し
ていきます。

※
総
務
環
境
委
員
会
に
お
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
は
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ
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議員の

可　決

可　決

令和２年  12 月定例会

　

学
術
会
議
の
中
間
報
告
に
は
①
公
的
な

資
格
、
②
政
府
か
ら
の
独
立
、
③
会
員
選

考
の
独
立
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
現
段
階

で
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
な
い
。

　

市
は
民
間
企
業
が
平
等
に
入
札
参
加
す

る
機
会
の
公
平
性
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
品
質
が
高
く
、
低
価
格
で
税
金
の

出
費
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
か
ら
す
る

と
問
題
が
あ
る
。

　

学
術
会
議
の
独
立
性
堅
持
は
賛
成
で
、

独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る
組
織
に
す
べ

き
と
考
え
る
。「
科
学
者
が
自
主
的
に
会
員

を
選
出
す
る
と
の
考
え
を
変
更
す
る
こ
と

な
く
」
の
文
言
に
つ
い
て
反
対
で
あ
る
。

　

国
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
一
地
方
議
会

が
先
走
っ
て
議
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

学
問
の
自
由
、
科
学
の
発
展
に
よ
る
国

民
の
利
益
を
守
る
た
め
、
学
術
会
議
の
独

立
性
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
学
術
会
議
法
は
学
術
会
議
の
独
立

性
と
自
主
性
を
保
証
す
る
。
会
員
が
推
薦

制
に
変
わ
っ
た
当
時
の
中
曽
根
首
相
答
弁

「
首
相
の
任
命
は
全
く
の
形
式
的
な
も
の
」

が
国
会
の
確
定
的
な
解
釈
で
あ
る
。

　

市
民
利
益
を
守
る
こ
と
と
地
元
企
業
存

続
の
た
め
の
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、

透
明
性
、
公
正
性
、
競
争
性
を
確
保
し
、

市
内
業
者
の
受
注
機
会
を
増
や
す
な
ど
景

気
浮ふ

よ
う揚
策
を
講
じ
る
の
は
理
解
で
き
る
。

　

日
本
学
術
会
議
は
科
学
技
術
が
戦
争
利

用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
科
学
者
の
反
省
か
ら

生
ま
れ
た
。
時
の
政
府
に
は
耳
の
痛
い
苦

言
も
、
科
学
的
知
見
で
積
極
的
に
発
言
し

て
お
り
、
独
立
性
を
保
証
す
べ
き
。

この意見書を安曇野市議会として国へ提出しました。

白熱、発言数 !!

小
林 

純
子

臼
井 

泰
彦

林 

孝
彦

井
出 

勝
正

平
林 

明

内
川 

集
雄

宮
下 

明
博

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

議員提出第８号
日本学術会議の独立性の堅持を求める意見書

増やして欲しい

補正予算
審議

補正前の予算額   →
566億1，300万円　

補正予算額　→  
7億7,200万円

補正後の予算額
573億8，500万円

令和２年度末までの必要経費を予測した過不足額と
緊急を要する事業 (コロナ対策を含む )の補正

新型コロナウイルス感染拡大対策として、ひとり親世帯
に特別給付金を支給する補正
総額6,100万円 (１世帯あたり５万円・第２子以降は３万円の生活支援 )

第７号

第８号

令和2年度一般会計補正予算

不採択 可　決

43
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賛否が分かれた議案等

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第74号

安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例
【臨時会】 11／10 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第115号

安曇野市の適正な土地利用に関する条例の一部を
改正する条例 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第116号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第７号） 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第120号

公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科社会就労センター） 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第121号

公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高社会就労センター） 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第122号

公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷社会就労センター） 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第123号

公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科社会就労センター） 12／18 原案可決 ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第127号

公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科交流学習センター） 12／18 原案可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

陳　情
第５号

第五世代移動通信システム（５Ｇ）導入に際して
慎重な自治体対応を求める陳情書 12／18 不採択 × ○ × ○ × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○ × × × 議

陳　情
第10号

安曇野市豊科重柳地区活性化（開発）に関する
陳情 12／18 採択 ○ × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 退 ○ ○ 議

陳　情
第12号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと
健康を守るための陳情書 12／18 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

陳　情
第14号 委託業務に関する陳情書 12／18 不採択 × × × ○ × × ○ × × × ○ ○ × × ○ × × × ○ × 議

議員提出
第６号 国土強靭化予算の継続を求める意見書 12／18 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議員提出
第７号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと
健康を守るための意見書 12／18 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議員提出
第８号 日本学術会議の独立性の堅持を求める意見書 12／18 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ × × × 議

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

令和２年第２回臨時会・

議会だよりモニター    　募集 !!

活動内容    ・議会だよりについての意見
    ・議会だよりに関するアンケート等に回答
    ・モニター座談会への参加
定　　員    15 人程度
対　　象    中学生以上（令和３年 4 月 1 日時点）で、議会活動に

関心がある市民の方
任　　期    令和３年４月１日から１年間
申し込み    2 月 26 日（金）までに、申込書（議会事務局または議会

ホームページにあります）を、持参、郵送、ファックス、
電子メールにより、議会事務局へご提出ください。

申し込み先 安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地
   電話：0263-71-2156　ファックス：0263-71-2150
   E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬等はありません。
   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表させていただく場合があります。

募集要項

議会だよりの紙
面づくりに

あなたの声を
!!

待ってま～す

議会広報特別委員会メンバー

大大
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令和２年 第2回臨時会・12月定例会

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

24号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報
告について（財物事故に関すること）

受理25号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報
告について（財物事故に関すること）

26号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報
告について（境界確定等請求に係る反訴の提起に
関すること）

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

７４号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例
【臨時会】

原案
可決

113号 安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設条例の一部
を改正する条例

114号 安曇野市まちづくり会館条例を廃止する条例

115号 安曇野市の適正な土地利用に関する条例の
一部を改正する条例

124号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷総合営農センター）

125号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷堆肥センター）

126号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市自然体験交流センター）

128号 市道の認定について

129号 地区土地利用計画について（豊科南花見田地区）

130号 地区土地利用計画について（穂高白金地区）

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

112号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

原案
可決

117号 令和２年度安曇野市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

120号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科社会就労センター）

121号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高社会就労センター）

122号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷社会就労センター）

123号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科社会就労センター）

127号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科交流学習センター）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

５号 第五世代移動通信システム（５G）導入に際して
慎重な自治体対応を求める陳情書 不採択

10号 安曇野市豊科重柳地区活性化（開発）に関する
陳情 採択

11号 季節性インフルエンザワクチン小児予防接種の
補助金事業の予算化についての陳情

継続
審査

12号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための陳情書 採択

14号 委託業務に関する陳情書 不採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

108号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）【臨時会】

原案
可決

109号 地方税法等の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

110号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

111号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

116号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第７号）

131号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第８号）

     水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

118号 令和２年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）
原案
可決

119号 令和２年度安曇野市下水道事業会計補正予算（第１号）

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

６号 国土強靭化予算の継続を求める意見書

原案
可決

７号 安全・安心の医療・介護の実現と国民の
いのちと健康を守るための意見書

８号 日本学術会議の独立性の堅持を求める意見書

９号 安曇野市議会基本条例の一部を改正する条例

12月定例会で審議した結果です

     

ページへページへ

ページへページへ

6.6.1010

6.6.1010

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

1212

５５

５５

６６

６６

７７

種

ページへページへ

ページへページへ

ページへページへ

7.7.1010

7.7.1212

1111

⎫
｜
｜
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
｜
⎭

ページへページへ1111
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陳
情
者「待機児童」と「小規模

保育施設」について

　

様
々
な
障
が
い
を
抱
え
た
皆
さ
ん
、
生
活
保
護
法
適

用
の
皆
さ
ん
の
就
労
の
場
だ
が
、運
営
は
困
難
を
伴
う
。

親
睦
を
深
め
る
努
力
も
し
て
い
る
が
、
行
政
か
ら
の
実

地
指
導
も
さ
れ
て
い
る
。
専
門
性
を
持
っ
た
職
員
の
配

置
が
必
要
。
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
指
導
が
不
十
分

で
あ
り
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
べ
き
だ
。

　

指
定
管
理
者
と
し
て
５
年
の
実
績
が
あ
る
。
公
募
し

た
と
こ
ろ
、
１
者
の
み
の
応
募
だ
っ
た
。
再
公
募
の
時

間
的
な
厳
し
さ
も
あ
る
。
市
職
員
Ｏ
Ｂ
が
主
力
で
運
営

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
の
、
構
造
的
な
馴な

れ
合
い

は
無
い
と
確
認
し
た
。

　

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
で
審
査
を
し
て
、
そ
の
結

果
を
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
候
補
業
者
は
、

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
し
て
お
り
賛
成
す
る
。

指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
で
選
定
す
る
制
度
上
、
議
会

で
反
対
で
き
る
の
は
、
法
に
触
れ
る
よ
う
な
場
合
以
外

は
制
度
を
見
直
さ
な
い
と
難
し
い
と
思
う
。

　

原
案
に
は
賛
成
で
あ
る
。
指
定
管
理
者
審
査
委
員
会

で
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
、
法
的
に
問
題
が
無
け
れ
ば

認
め
る
し
か
な
い
と
い
う
意
見
は
違
う
と
思
う
。
議
会

は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、
最
も
市
民
の
近
い
と
こ
ろ

か
ら
様
々
な
情
報
を
得
て
、
議
案
を
審
議
す
る
と
い
う

観
点
で
、
賛
成
・
反
対
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

就
労
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
、
職
を

通
し
て
社
会
に
順
応
で
き
る
。
利
用
者
が
習
熟
度
を
上

げ
、
喜
び
・
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
大
事
。

小
林 

陽
子

竹
内 

秀
太
郎

増
田 

望
三
郎

小
松 

洋
一
郎

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
小
児
予
防
接
種

の
補
助
金
事
業
の
予
算
化

に
つ
い
て
の
陳
情

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

陳情第11号

議案第120・
121・122・123号 福

祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
含
む
議
案
８
件
と
陳
情
２
件

を
12
月
11
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
12
月
18
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

　希望しても保育施設に入ること
ができない待機児童が０歳児６人、
１歳児５人の11人いる。（令和２年
10月1日現在）
　令和3年 4月に、穂高と三郷に、
3歳未満児を受け入れる定員19人
の民間小規模保育施設が開所する。
待機児童解消に、貢献できると期
待する。

反
対
の
意
見

トピック
　

保
護
者
か
ら
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
の
要
望
が
あ
る
。
予
防
接
種
は
非
常
に
大
事
だ

が
、
全
て
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
な
り
難
し

い
面
が
あ
る
。
も
う
少
し
継
続
し
て
審
査
し
た
い
。

審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見

・
議
案
第
１
２
０
号　

豊
科
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

・
議
案
第
１
２
１
号　

穂
高
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

・
議
案
第
１
２
２
号　

三
郷
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

・
議
案
第
１
２
３
号　

明
科
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
、
重
症
化
さ
せ
な
い
こ
と
に
努
め

る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
12
歳
以
下
の

子
ど
も
に
対
し
て
は
、
免
疫
力
が
ま
だ
発
達
し
て
い
な

い
の
で
、
２
回
の
注
射
が
推す

い
し
ょ
う奨
さ
れ
て
い
る
。
市
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
接
種
に
対
し
て
補
助
し
て
も
ら
い

た
い
。

い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
い
る
市
職
員
Ｏ
Ｂ
の
採
用
は
非
常

に
い
い
こ
と
だ
。

※※
指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
…
外
部
の
有
識
者
等
で
構

成
さ
れ
、
選
定
等
に
つ
い
て
市
の
諮し

も
ん問
を
受
け
ま
す
。

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

８８
・・
９９
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総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
を
11
月
24
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を

含
む
議
案
２
件
と
陳
情
２
件
を
12
月
10
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

総
務
環
境

令
和
２
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

第
五
世
代
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
導
入
に

際
し
て
慎
重
な
自
治
体

対
応
を
求
め
る
陳
情
書

議案第116号陳情第５号
　

電
磁
波
過
敏
の
人
た
ち
は
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
れ
は
ノ
セ
ボ
効
果
だ
と
有ゆ

う
い意
に
実
証
さ

れ
て
い
る
。
基
地
局
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
報し

ら

せ
た
ら
む

　

特
定
開
発
事
業
し
か
市
で
は
分
か
ら
な
い
。
特
定
開

発
事
業
で
認
可
が
下
り
れ
ば
、
そ
の
事
業
者
に
市
民
説

明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
は
不
可
能

で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
、
試
行
期

間
終
了
ま
で
継
続
し
て
、
そ
の
後
、
不
都
合
が
あ
れ
ば

見
直
す
形
で
よ
い
。

　

事
業
者
に
は
情
報
提
供
を
求
め
、
市
に
は
市
民
要
望

へ
の
対
応
と
事
業
者
に
説
明
を
求
め
る
と
い
う
こ
と

で
、
決
し
て
５
Ｇ
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

電
磁
波
弱
者
に
も
き
ち
ん
と
配
慮
を
し
た
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
の
考
え
で
必
要
な
こ
と
だ
。

　

透
明
性
、
公
正
性
、
競
争
性
を
確
保
し
た
上
で
、
市

内
業
者
の
受
注
機
会
を
増
や
す
等
の
景
気
浮
揚
対
策
を

講
じ
る
こ
と
は
、
よ
い
と
考
え
る
。

　

技
術
力
を
要
す
る
も
の
を
除
き
、
市
内
本
店
に
限
定

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
営
業
実
態
を

し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
も
大
事
だ
。
最
低
落
札
価
格
を

上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
も
問
題
な
い
。

　

継
続
審
査
の
申
し
出
は
否
決
さ
れ
、
採
決
で
は
賛
否

同
数
と
な
り
、
委
員
長
が
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
最
終
日
の
本
会
議
で
は
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

憲
法
25
条
か
ら
も
電
磁
波
過
敏
症
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
関
わ
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
今
で
き
な
い
に
し
て
も
、
安
曇
野
市
に
し
っ
か

り
そ
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
市
民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
最
低

限
や
る
べ
き
責
務
だ
。 林 

孝
彦

林 

孝
彦

臼
井 

泰
彦

臼
井 

泰
彦

遠
藤 

武
文

藤
原 

陽
子

遠
藤 

武
文

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

委
託
業
務
に
関
す
る
陳
情
書

陳情第14号

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
平
面
図
化
業
務
委
託
が

33
万
円
。
コ
ー
ス
は
初
心
者
で
も
使
え
る
部
分
と
、
競

技
会
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
な
選
手
も
使

え
る
部
分
に
分
け
て
整
備
し
て
い
く
。
整
備
に
は
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
の
意
見
あ
り
。
そ
の
他
、
テ
レ
ビ
会

議
の
機
材
と
し
て
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ウ
ェ
ブ
の
カ
メ
ラ
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
機
材
、外
部
の
ポ
ー

タ
ブ
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
購
入
す
る
。

審
査
の
一
部

し
ろ
症
状
が
増ぞ

う
あ
く悪
す
る
。
行
政
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
と
し
て
心
療
内
科
の
受
診
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
健

康
指
導
す
べ
き
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
難
民
や
デ
ジ
タ
ル

格
差
が
生
じ
な
い
こ
と
に
注
力
す
べ
き
。

建
設
関
連
の
市
内
業
者
の
受
注
機
会
を
増
や
す
対
策
を

求
め
る
陳
情
書

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

８８
・・
９９ペ

ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

６６
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12月
定例会

　

問 

市
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
基
本

姿
勢
は
。

市
長 

市
民
に
対
し
よ
り
関
心
を
持

 

っ
て
も
ら
う
工
夫
を
凝こ

ら
し
、

 

市
の
情
報
や
国
・
県
か
ら
の

処
理
方
法
を
伝
え
る
。
感
染

予
防
対
策
、
ま
た
検
査
体
制

に
つ
い
て
保
健
所
や
医
師
会

と
協
力
し
て
連
携
を
図
り
、

感
染
防
止
に
努
め
る
。
今
後
、

医
療
体
制
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫

に
よ
る
医

療
崩
壊
が
懸け

ね

ん念
さ
れ
、
季
節

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
時
期
を
迎
え
る
の
で
「
広

報
あ
づ
み
の
」
臨
時
増
刊
号

で
、
市
民
に
感
染
予
防
と
正

し
い
受
診
方
法
の
確
認
を
お

願
い
し
た
。
ま
た
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
、
感
染

者
等
へ
の
誹

ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
や
人
権

に
関
わ
る
言
動
が
起
き
な

い
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
セ
ン

介
す
る
。
被
害
者
等
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
各
ケ
ー
ス

に
寄
り
添
い
な
が
ら
相
談
支

援
業
務
を
行
う
。

　

問 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン

ト
等
が
中
止
や
縮
小
開
催
と

な
り
令
和
３
年
度
が
心
配
だ
が
。

市
長 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
の
予
想
が

立
た
ず
極
め
て
難
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
を
中
止
で
は
な
く
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
安
全
・

安
心
な
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行

な
い
実
施
可
能
な
も
の
は
実

施
し
た
い
。
一
人
一
人
知
恵

を
出
し
合
い
市
民
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
出
来
る

よ
う
取
り
組
む
。

タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に

利
用
で
き
る
か
。

保
健 

発
熱
な
ど
感
染
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医

か
保
健
所
の
受
診
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
相
談
し
、
医

師
や
保
健
所
が
検
査
を
必
要

と
判
断
し
た
時
に
行
政
検
査

が
で
き
る
。

　

問 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は
。

保
健 

国
は
予
防
接
種
法
の
改
正
や

接
種
対
象
者
の
優
先
順
位
の

検
討
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

ま
だ
不
透
明
な
状
況
で
あ
り

接
種
が
決
ま
れ
ば
速
や
か
に

接
種
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
思
わ
れ

る
児
童
虐
待
や
家
庭
内
暴
力

の
対
策
は
。

福
祉 

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
相
談
は
、

庁
内
関
係
部
局
、
児
童
相
談

所
、
警
察
署
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
支
援
会
議
の

開
催
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

政
和
ク
ラ
ブ  　

坂　

内　

不
二
男

市
長
の
施
政
方
針

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
対
策
は

市政のここが聴きたい!! ○会派代表質問（13～15ページ）○一般質問（16～22ページ）

日　

程 

令
和
２
年
10
月
13
日
（
火
）

視
察
先 

①
開
発
整
備
に
関
す
る
土
地
利
用
に
つ

 

　

い
て
（
重
柳
交
差
点
北
）

 

②
地
域
高
規
格
道
路
「
松
本
糸
魚
川
連

 

　

絡
道
路
」
安
曇
野
市
新
設
区
間

 

③
須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
計
画
地
付
近

 

④
１
４
７
バ
イ
パ
ス
先
線
計
画
地
（
拾
ケ

 

　

堰
北
交
差
点
）

目　

的 

都
市
建
設
部
所
管
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
、

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
の
確
認

考　

察 

　

豊
科
重
柳
地
区
活
性
化
（
開
発
）
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て
、
関
係
者
立
ち
合
い

の
も
と
現
地
を
確
認
し
た
。

 

　

ま
た
、
市
内
幹
線
道
路
整
備
の
進
捗
状

況
と
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

 

　

中
で
も
懸け

ん
あ
ん案
と
な
っ
て
い
た
「
地
域
高

規
格
道
路
」
の
ル
ー
ト
帯
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
８
月
30
日
の
第
７
回
説
明
会
に
お

い
て
、
県
か
ら
「
Ａ
ル
ー
ト
」
が
最
適
と

の
決
定
が
あ
り
、
経
済
建
設
委
員
会
が
現

地
視
察
し
、
安
曇
野
の
自
然
環
境
に
配
慮

し
、
沿
線
の

皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ

き
、
早
期
事

業
化
の
実

現
を
確
認
し

た
。

経
済
建
設
委
員
会　

視
察
報
告

松糸道路「Ａルート」決定地の視察の様子

検温・手指消毒で感染予防する
市役所西口

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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井
出 

勝
正

小
林 

純
子

井
出 
勝
正　

小
林 

純
子

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

適
正
な
土
地
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

安
曇
野
市
豊
科
重
柳
地
区

の
開
発
に
関
す
る
陳
情

議案第115号

陳情第10号

経
済
建
設

旧
条
例
の
第
21
条
の
２
項
「
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
と
き
、
市
長
は
必
要
に
応
じ
て
土
地
利
用

審
議
会
の
意
見
を
聞
き
、
開
発
業
者
に
助
言
や

指
導
が
で
き
る
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

縦
覧
期
間
を
14
日
間
＋
１
日
に
し
て
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
が
出
せ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
民

に
と
っ
て
は
、
提
出
の
締
め
切
り
が
早
く
な
っ

て
困
る
だ
け
で
は
。

答答 問問
基
本
的
に
開
発
可
能
な
案
件
の
手
続
の
定
め
だ
。

約
10
年
間
で
審
議
会
の
手
続
中
意
見
聴
取
し
た

ケ
ー
ス
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
た
め
削
除
し
た
。

説
明
会
に
来
ず
に
意
見
書
提
出
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
十
分
な
期
間
だ
と
考
え
る
。

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
新
総
合
体
育
館
の
使
用
料
を
定

め
る
条
例
は
、
11
月
５
日
経
済
建
設
委
員
会

に
お
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
規
定
を
盛
り
込
み
、
改
正
前
よ
り
分
か
り

や
す
い
条
例
に
改
正
さ
れ
た
。
審
議
会
も
、
市
長
の

諮し
も
ん問
に
よ
り
調
査
と
審
議
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

市
内
に
進
出
し
た
い
企
業
が
複
数
あ
る
中
、
地
権
者

が
揃そ

ろ

っ
て
開
発
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
る
べ
き
。
守
る
べ
き
農
地
と
企
業
誘
致
の
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
、
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
に
、
雇
用
の
確
保

と
自
然
環
境
の
よ
い
住
居
地
域
の
提
供
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
。
陳
情
の
場
所
は
松
糸
道
路
の
ル
ー
ト

の
決
定
も
あ
り
、
市
の
北
部
地
域
の
活
性
化
を
図
る
一

つ
と
し
て
考
え
れ
ば
、
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
発
と

な
る
。

　

改
正
に
よ
り
手
続
が
１
カ
月
ほ
ど
短
縮
で
き
る
。
こ

の
条
例
の
お
か
げ
で
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
規
制
緩
和
し
て
も
い
い
。

坂
内 

不
二
男

宮
下 

明
博　

一
志 

信
一
郎

小
松 

芳
樹　

坂
内 

不
二
男

宮
下 

明
博

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

常任委員会報告

継
続
審
査
の
報
告

今
回
は
土
地
利
用
制
度
の
仕
組
み
の
改
正
で
あ
り
、
開

発
面
積
の
緩
和
等
細
部
の
ル
ー
ル
は
、
次
の
３
月
議
会

に
議
案
提
出
の
予
定
。

　

土
地
利
用
に
関
す
る
申
請
手
続
の
簡
素
化
や
、
審
査

日
程
の
短
縮
等
に
は
一
定
の
評
価
は
す
る
が
、
市
民
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、「
必
要
に
応
じ
て
審
議
会
の

意
見
を
聴
き
開
発
業
者
に
伝
え
る
」
こ
と
が
削
除
さ
れ

た
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

単
に
手
続
を
簡
便
に
し
て
、
開
発
事
業
者
に
都
合
の

い
い
よ
う
な
条
例
で
は
い
け
な
い
。
住
民
サ
イ
ド
の
条

例
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

　

優
良
農
地
で
安
曇
野
観
光
に
も
貴
重
な
地
域
。
こ
の

地
の
開
発
が
許
さ
れ
れ
ば
、
周
囲
の
開
発
へ
歯
止
め
が

か
か
ら
な
く
な
る
。
陳
情
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

農
業
や
観
光
な
ど
総
合
的
な
施
策
を
市
が
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
含
む
議
案
12
件
と
陳
情
１
件

を
12
月
14
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

陳情が出ている豊科重柳地区の農地

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

８８・・
９９

ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ

５５
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市長の施政方針等について

開
発
が
進
め
ら
れ
、
重
柳
地

域
の
開
発
の
陳
情
が
出
さ
れ

た
。
農
業
者
の
苦
渋
の
決
断

だ
。
安
曇
野
と
言
え
ば
北
ア

ル
プ
ス
を
背
景
に
し
た
田
園

風
景
の
ま
ち
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
だ
。
農
業
が
豊
か
で
環
境

が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、
観
光

も
衰
退
す
る
。
こ
の
現
状
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長 

優
良
農
地
の
保
全
、
景
観
や

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
も

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
。
現

在
、
第
３
次
農
業
農
村
振
興

計
画
の
改
定
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
だ
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に

よ
る
効
率
化
な
ど
新
た
な
農

業
技
術
の
導
入
も
検
討
し
な

が
ら
、
農
地
を
守
る
方
策
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　

問 

国
連
で
は
持
続
可
能
な
開
発

目
標
を
呼
び
掛
け
、「
家
族

 

農
業
の
10
年
」、「
農
民
の

 

権
利
宣
言
」
を
決
議
し
た
。

市
に
お
い
て
も
長
く
受
け
継

が
れ
て
き
た
家
族
農
業
を
改

め
て
確
認
し
、
中
小
規
模
農

家
で
あ
っ
て
も
経
営
が
成
り

立
つ
保
障
を
手
厚
く
し
、
農

重
要
性
を
理
解
し
た
上
で
、

そ
う
し
た
人
た
ち
が
農
業
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
農
業
相

談
窓
口
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　

問 

「
観
光
の
振
興
」
だ
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

も
国
内
旅
行
も
厳
し
い
現
実

だ
。
観
光
振
興
組
織
の
強
化
、

通
過
型
観
光
の
脱

だ
っ
き
ゃ
く

却
を
ど
う

図
っ
て
い
く
の
か
。

市
長 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
選

択
も
安
全
・
安
心
を
重
視
し
、

人
ご
み
を
避
け
た
地
方
へ
の

ニ
ー
ズ
の
増
加
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
、
団
体
か
ら
個

人
、
家
族
へ
と
変
化
し
て
い

る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見み

据す

え
、
持
続
可
能
な
観
光
に

取
り
組
む
。

　

問 

75
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
医

療
費
窓
口
２
割
負
担
は
や
め

る
べ
き
で
は
。

市
長 

慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
全
国

市
長
会
の
重
点
提
言
と
し
て

国
に
提
出
し
た
。

公明党  　藤　原　陽　子

経
済
の
回
復
に
向
け
て
は
、

令
和
３
年
度
以
降
、
第
３
弾

と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
を
検
討
し
て
い

る
。

　

問 

政
府
は
感
染
症
克
服
と
と
も

に
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正

 

を
目
指
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・

 

し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０

 

２
０
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

市
の
施
策
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
は
。

市
長 

自
治
体
は
、
国
の
方
針
を
参

考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
今
回
の
方
針

は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
な
ど
、
感
染
症
対
策

の
記
述
が
大
き
く
追
加
さ
れ

て
い
る
た
め
、
市
の
総
合
戦

略
や
感
染
症
対
策
と
も
十
分

整
合
性
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

問 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、

持
続
可
能
で
強

き
ょ
う
じ
ん

靭
な
脱
炭
素

社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
見
直
し
と
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の

主
力
電
源
化
、
お
よ
び
、
地

産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
補
助
と
、

再
エ
ネ
の
利
用
拡
大
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
方

策
に
つ
い
て
市
で
で
き
る
こ

と
を
研
究
し
て
い
く
。
地
産

地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

は
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
企
業
と
の
連
携

で
、
官
民
共
同
で
研
究
し
て

い
く
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
地
球
温
暖
化
の
関
心

を
さ
ら
に
高
め
て
も
ら
う
た

め
に
、
広
報
で
の
発
信
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
も
環
境
問
題
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
す
る
。

　

問 

道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

拾
ケ
堰
橋
北
交
差
点
か
ら
、

三
郷
、
堀
金
方
面
へ
の
延
伸

の
見
通
し
は
。

市
長 

こ
の
道
路
は
、
市
内
の
南
部

地
域
と
東
西
に
連
結
し
て
、

経
済
、
産
業
、
観
光
の
基
幹

軸
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
重

要
。
道
路
網
計
画
の
、
県
の

東
西
道
路
整
備
の
中
で
は
主

要
路
線
と
い
う
位
置
づ
け
に

な
る
た
め
、
県
と
連
携
し
推

進
す
る
。

豊科重柳地域から北アルプスを望む 日本共産党安曇野市議団  　猪　狩　久美子

市長の市政方針等について

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部
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Ｄデ
ィ
ー
エ
ッ
ク
スＸ
で
時
代
に
即
応
し
た

行
政
改
革
を

会派代表質問

　

問 
市
長
任
期
１
年
を
切
っ
た
が
、

や
る
べ
き
重
点
施
策
を
伺
う
。

市
長 

新
総
合
体
育
館
の
管
理
・
運
営

の
確
立
と
２
０
２
８
年
の
国

体
に
向
け
て
の
選
手
育
成
。
ほ

り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
周
辺

 

に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
コ

 

ー
ス
を
整
備
し
、
観
光
促
進

を
図
る
。
三
郷
西
部
・
東
部

認
定
こ
ど
も
園
、
穂
高
北
部

児
童
館
の
整
備
推
進
。
地
域

雇
用
・
自
主
財
源
確
保
の
た

め
に
、
新
産
業
団
地
の
建
設

や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
、
拠

点
地
域
へ
の
住
居
移
動
も
視

野
に
入
れ
促
進
す
る
。
先
行

合
っ
た
歳
出
事
業
の
取し

ゅ
し
ゃ捨

選

択
を
行
っ
て
い
く
。

　

問 

経
営
戦
略
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
使
っ
た
行
政
改
革

を
市
民
と
共
に
推
進
す
る
宣

言
と
、
庁
内
に
Ｄ
Ｘ
推
進
戦

略
委
員
会
等
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
実

現
に
向
け
た
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
取
り

組
み
に
着
手
で
き
な
い
か
伺

う
。

市
長 

デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
は
理

解
し
て
い
る
。
国
や
県
と
の

連
携
を
図
っ
て
、
広
域
的
な

取
り
組
み
と
各
自
治
体
等
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要

き
不
透
明
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策

と
地
域
経
済
回
復
に
手
を
打

 

っ
て
い
く
。

　

問 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
お

け
る
自
主
財
源
の
減
額
は
８
・

５
億
円
。
新
年
度
予
算
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、

自
主
財
源
の
減
額
状
況
と
予

算
編
成
方
針
を
伺
う
。

市
長 

一
般
財
源
２
７
２
億
円
の
見

込
み
額
に
対
し
、
仮
試
算
値

で
20
億
円
の
減
額
と
な
る
。

内
、
市
税
関
係
の
減
額
は

９
億
円
と
な
り
、
収
入
に
見

が
あ
る
の
で
、
宣
言
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
市
の
全

体
像
が
見
え
ず
、
取
り
組
み

方
針
、
方
向
性
を
十
分
検
討

し
、
推
進
体
制
や
人
員
配
置

等
を
詰
め
て
い
き
た
い
。
Ｂ

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
職
員
の
理

解
度
を
高
め
、
行
政
改
革
に

意
を
注
い
で
い
く
。

　

問 

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
事
戦
略

を
伺
う
。

市
長 

広
い
視
野
と
先
見
性
や
コ
ス

ト
意
識
を
持
っ
た
職
員
、
自

ら
考
え
責
任
を
持
ち
、
挑
戦

す
る
職
員
の
育
成
が
必
要
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
長
在
任
期
間
に
お
け
る
競
争
・

成
長
・
撤
退
戦
略
の
成
果
に
つ
い

て
○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
含
む
内
部

統
制
制
度
）
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

　

問 

平
成
21
年
度
の
予
算
方
針
の

最
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
「
農

業
の
振
興
」
に
つ
い
て
伺
う
。

農
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
と

し
て
い
る
が
、
市
内
で
は
イ

ン
タ
ー
東
側
農
地
の
大
規
模

業
が
続
け
ら
れ
る
施
策
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

家
族
農
業
に
は
、
地
域
の
農

業
を
支
え
る
体
制
、
人
材
づ

く
り
の
面
で
存
在
意
義
は
あ

る
と
考
え
る
。
家
族
農
業
の

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
を
地
方
創
生
の
追

い
風
に
転
換
す
る
た
め
に
は
。

市
長 

移
住
・
定
住
の
促
進
、
雇
用

の
創
出
が
重
要
。
田
園
環
境

に
配
慮
し
た
上
で
、
次
の
産

業
団
地
の
造
成
も
検
討
す
る
。

ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
。

市
長 

今
年
度
中
に
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
環
境
経
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
を
予
定
し
て
い

る
。
主
力
電
源
化
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

自
民
安
曇
野  　

小　

松　

洋
一
郎

令和２年12月25日付 総務省が提示した自治体のDX推進スケジュール

※

※
Ｂ
Ｐ
Ｒ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
略
称
。
現
在
の
業
務
内
容
や
フ
ロ
ー
、
組
織
の
構
造
な
ど
を
根
本
的
に
見
直
し
、
再
検
討
す
る
こ
と
。
行
政
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
。

取組事項 スケジュール

マイナンバーカード
の普及促進

〇令和４年度末までにマイ
ナンバーカードの普及加
速化を強力に推進する

自治体の行政手続の
オンライン化

〇令和４年度末を目指し、
市民の利便性向上に資す
る手続について、オンラ
イン手続を可能にする
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

こ
の
感
染
症
（
以
下
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る

社
会
活
動
の
低
下
や
閉
じ
こ
も
り
が
、

認
知
症
の
悪
化
や
増
加
、
体
力
低
下
や

心
理
面
へ
の
影
響
等
心
配
さ
れ
る
が
。

市
長 

コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
よ
り
、
多
く
の
事
業

の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
特
に
高

齢
者
の
心
身
や
脳
の
機
能
低
下
等
、
健

康
面
が
危き

ぐ惧
さ
れ
る
。
感
染
状
況
や
拡

大
防
止
に
配
慮
し
、
工
夫
を
こ
ら
し
て

事
業
実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
。

　

問 

高
齢
者
へ
の
影
響
と
取
り
組
み
は
。

福
祉 

敬
老
会
を
参
加
型
か
ら
訪
問
型
へ
要
望

が
あ
り
補
助
対
象
と
し
た
。
講
座
を
入

れ
替
え
制
、
間
隔
を
あ
け
る
、
時
間
短

縮
等
工
夫
し
各
事
業
を
実
施
。
今
後
も

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
増
進
を
進
め

る
。

保
健 

10
月
末
時
点
、
要
介
護
認
定
率
17
・
５

 

％
、
昨
年
同
時
期
比
０
・
３
％
上
昇
。
２

月
末
か
ら
５
カ
月
間
フ
レ
イ
ル
、
認
知

症
予
防
教
室
を
中
止
し
電
話
や
訪
問
等

で
支
援
を
実
施
し
た
。
事
業
再
開
に
向

け
感
染
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

生
活 

各
区
の
会
議
、
行
事
等
は
中
止
か
規
模

縮
小
。
現
在
は
感
染
予
防
対
策
を
講
じ

少
し
ず
つ
再
開
。
非
接
触
型
体
温
計
を

全
区
に
貸
与
。
市
区
長
会
は
感
染
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
全
区
配
布
。

教
部 

貸
館
の
休
止
、
事
業
の
中
止
や
延
期
で

生
涯
学
習
の
機
会
が
減
少
。
現
在
は
感

染
防
止
対
策
を
と
り
、
貸
館
、
各
種
事

業
を
実
施
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
方
法
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

等
講
座
を
各
公
民
館
で
計
画
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
出
生
数
は
。

保
健 

出
生
数
は
減
少
傾
向
。
５
月
か
ら
７
月

に
受
理
し
た
妊
娠
届
出
数
は
昨
年
同
期

比
約
26
％
減
少
。
コ
ロ
ナ
禍
で
母
子
が

孤
立
し
な
い
よ
う
丁
寧
に
関
わ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
は

政和クラブ
平林 德子

足腰らくらく体操教室(令和２年12月17日)

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問 

市
の
財
政
計
画
で
は
、
令
和
３
年
度
の

歳
入
見
込
み
額
は
３
７
３
億
円
で
、
こ

の
う
ち
市
が
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源

は
２
７
２
億
円
で
あ
る
。
現
在
試
算
し

て
い
る
歳
入
見
込
み
額
を
伺
う
。

財
政 

令
和
３
年
度
予
算
の
歳
入
一
般
財
源
の

見
込
み
と
財
政
計
画
の
比
較
に
よ
る
試

算
で
、
市
税
が
約
９
億
円
の
減
、
地
方

譲
与
税
が
約
２
億
円
の
減
、
地
方
消
費

税
交
付
金
等
や
そ
の
他
収
入
が
約
９
億

円
の
減
で
、
合
計
約
20
億
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
。

　

問 

歳
入
見
込
み
額
が
財
政
計
画
を
下
回
っ

た
場
合
、
そ
の
対
処
方
針
を
伺
う
。

財
政 

事
業
を
厳
選
し
、
歳
出
規
模
を
抑
制
す

る
。
次
に
、
国
・
県
の
補
助
金
や
目
的

基
金
、
地
方
債
な
ど
特
定
財
源
を
活
用

す
る
。
さ
ら
に
不
足
す
る
財
源
は
、
財

政
調
整
基
金
を
活
用
す
る
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
削
減
困
難
な
義
務
的
経

費
や
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
経
費
は
、

歳
出
全
体
の
何
％
を
占
め
て
い
る
の
か
。

財
政 

人
件
費
、
扶ふ

じ

ょ助
費
、
公
債
費
、
一
部
事

務
組
合
負
担
金
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
あ
る
が
、
令
和
元
年
度
の
歳
出
決

算
額
に
対
す
る
割
合
で
み
る
と
全
体
の

53
・
６
％
で
あ
る
。

　

問 

現
在
の
令
和
７
年
度
ま
で
の
財
政
計
画

は
、
今
後
歳
入
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
歳
出
見
込
額
を
縮
小
し
た
財

政
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

財
政 

事
業
の
縮
小
、
廃
止
、
未
着
手
事
業
の

先
送
り
な
ど
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

９
年
度
ま
で
の
計
画
を
、
令
和
２
年
度

末
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
行
政
運
営
の
課
題
と
内
部
統
制
制
度
の
導
入

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
令
和
３
年
度

予
算
編
成
を
伺
う

自民安曇野
竹内 秀太郎

令和３年度の財政計画と歳入見込み額
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一 般 質 問

　

問 

市
立
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に
お
い

て
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
の

現
状
と
加
配
保
育
士
の
現
状
を
伺
う
。

福
祉 

令
和
元
年
度
は
、
支
援
対
象
児
が

１
５
３
人
に
対
し
、
本
年
度
は
１
９
１

人
と
増
加
。
一
人
一
人
の
個
性
が
皆
異

な
り
、
将
来
に
向
か
っ
た
適
切
な
支
援

を
行
う
こ
と
は
、
保
育
士
も
大
変
難
し

い
。
保
育
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
保
育

士
不
足
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

　

問 

あ
づ
み
っ
子
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
機
能

を
発
展
さ
せ
た
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 

令
和
２
年
度
よ
り
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
児
童
発
達
支
援
事
業
所
開
設
や
、
発

達
支
援
事
業
所
か
ら
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
転
換
を
後
押
し
で
き
る

よ
う
、
安
曇
野
市
児
童
発
達
支
援
事
業

所
運
営
等
補
助
金
を
創
設
し
た
。

　

問 
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
、
早

期
に
継
続
し
た
療
育
が
大
変
重
要
。
週

何
回
か
の
通
所
療
育
支
援
で
は
な
く
、

専
門
員
等
の
下
で
１
年
な
い
し
２
年
毎

日
通
園
し
て
、
し
っ
か
り
療
育
し
て
い

く
施
設
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉 

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割

を
担
う
と
考
え
る
。
民
間
事
業
所
等
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

問 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
考
え
、
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
本
の
除
菌
機
設

置
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

教
部 

導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　

問 

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
す
る

が
ど
う
か
。

教
部 

広
域
連
携
、
活
用
等
研
究
し
て
い
く
。

　

問 

車
椅
子
利
用
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

教
部 

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
考
え
て
い
く
。

障
が
い
児
支
援
に
つ
い
て

公明党
中村 今朝子

　

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

第
２
回
目
の
説
明
会
で
出
た
問
題
と
公

共
施
設
再
配
置
計
画
と
の
整
合
性
で
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
在
り
方
、

食
育
、
給
食
理
念
の
見
直
し
な
ど
、
新

し
い
課
題
、
ご
意
見
等
、
一
つ
一
つ
検
証
、

食
育
の
在
り
方
、
今
後
の
方
向
性
を
検

討
し
た
い
。

　

問 
自
校
給
食
に
よ
り
食
育
に
力
を
入
れ
、

「
４
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
維
持
」

に
よ
り
市
の
教
育
大
綱
の
理
念
を
目
指

す
こ
と
は
。

市
長 

合
併
協
定
書
に
基
づ
き
、
学
校
給
食
事

業
の
検
討
を
す
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
る
。
市
民
説
明
会
を
開
催
中
。

安曇野市堀金学校給食センター

　

問 

今
回
開
か
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
説

明
会
で
の
今
後
の
方
向
性
、
評
価
並
び

に
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

市
民
説
明
会
に
、
５
地
域
で
２
０
２
人

参
加
。
地
元
食
材
使
用
、
メ
ニ
ュ
ー
を

創
意
工
夫
、
調
理
現
場
を
見
学
等
４
給

食
セ
ン
タ
ー
で
生
産
者
と
児
童
生
徒
の

交
流
給
食
会
、
保
護
者
、
一
般
市
民
の

学
校
給
食
見
学
・
試
食
会
を
行
う
。
平

成
20
年
制
定
の
学
校
給
食
理
念
で
、
食

育
面
も
含
め
、
見
直
し
を
検
討
。
令
和

７
年
度
以
降
、
３
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

市
内
小
・
中
学
校
の
給
食
提
供
、
施
設

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
統
廃
合
を

検
討
し
て
い
る
。

　

問 

堀
金
小
・
中
学
校
の
保
護
者
へ
説
明
会

を
開
催
し
た
か
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

教
部 

小
・
中
学
校
、
認
定
こ
ど
も
園
の
保
護

者
へ
の
説
明
会
は
調
整
中
。

　

問 

堀
金
学
校
給
食
、
食
材
の
生
産
者
「
Ｑ

キ
ュ
ー

食
材
の
会
」
へ
説
明
会
を
開
催
し
た
か
。

教
部 

生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会
を
、
11

月
13
日
、
堀
金
支
所
で
実
施
。
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
食
材
の
提
供
を
継
続
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

自民安曇野
一志 信一郎

利
用
し
や
す
い
図
書
館
に
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

無会派
増田 望三郎

　

問 

コ
ロ
ナ
は
企
業
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め

さ
せ
、
ど
こ
で
も
働
け
る
状
況
を
生
み

出
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
脱
サ
ラ
せ
ず
に

地
方
移
住
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
れ

ば
、
生
活
環
境
の
良
い
地
方
で
暮
ら
そ

う
と
考
え
る
人
の
還
流
が
起
き
る
の
で

は
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
か
。

政
策 

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
必
要
性
は
、
今
の

時
代
か
ら
考
え
て
理
解
で
き
る
。

　

問 

で
は
行
政
は
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す

の
か
。
コ
ロ
ナ
で
税
収
悪
化
が
確
実
な

中
で
、
安
易
な
拠
点
整
備
は
で
き
な
い
。

セ
ン
タ
ー
的
な
拠
点
で
は
な
く
て
、
民

の
力
を
活
か
し
て
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
魅
力
や
機
能
を
持
っ
た
多
様
な
テ
レ

ワ
ー
ク
拠
点
づ
く
り
を
進
め
、
そ
れ
を

つ
な
げ
て
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

政
策 

就
労
環
境
の
整
備
と
し
て
、
ま
た
移
住

促
進
の
視
点
か
ら
も
ハ
ー
ド
事
業
に
頼

ら
な
い
、
民
の
力
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト

事
業
は
大
い
に
期
待
が
で
き
る
。

商
工 

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
つ
、
民
の
多

様
な
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
は
安
曇
野
に
合

う
。
事
業
者
間
を
つ
な
ぎ
、
巻
き
込
む

キ
ー
マ
ン
の
存
在
が
必
要
。
事
業
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
い
く
皆
さ
ん
と
行
政
等
機
関
が

意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
進
め
る
べ
き
。

　

問 

中
長
期
で
滞
在
で
き
る
生
活
拠
点
と
し

て
、
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
は
。

政
策 

一
般
的
に
需
要
は
増
加
し
て
い
る
が
本

市
の
ニ
ー
ズ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
調

査
が
必
要
。
移
住
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
、

お
試
し
住
宅
の
利
用
者
か
ら
実
際
の
声

を
聞
い
て
み
た
い
。

市
長 

四
季
を
通
じ
た
安
曇
野
を
知
る
に
は
、

滞
在
期
間
を
長
く
し
て
、
風
土
、
気
候
、

人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
。

市内のテレワーク拠点
～コワーキングスペース～

コ
ロ
ナ
の
逆
風
を
逆さ

か

て手
に

人
の
還
流
を
起
こ
す
提
案

　

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組
み
で
課
題
は
何
か
。

市
長 

長
野
県
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
協
議
会
に
参
加
し
、

地
域
づ
く
り
を
大
切
に
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
変
革
を
進
め
、
人
材
育
成
に
努
め
る
。

　

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
拠
点
・
体
制
づ
く
り
は
。

政
策 

現
在
、
情
報
統
計
課
が
担
っ
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｘ
戦
略
の
方
向
性
を
見
極
め
、
組
織

と
人
材
登
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

総
務 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
進
め
る
。

教
部 

教
職
員
向
け
に
研
修
を
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
確
保
に
取
り
組
む
。

　

問 

市
民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
策
は
。

政
策 

各
課
の
市
民
向
け
講
座
も
あ
る
が
、
今

後
特
に
教
育
部
と
連
携
を
図
り
た
い
。

教
部 

親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
公
民
館
事
業
の
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
る
。

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
市
の
農
業
と
観
光
は
。

市
長 

人
々
の
行
動
や
価
値
観
が
変
化
し
地
方

へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
あ
る
。
魅
力

あ
る
観
光
資
源
で
も
あ
る
農
業
を
組
み

合
わ
せ
、
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
。

　

問 

土
地
利
用
型
農
業
に
お
い
て
担
い
手
不

足
や
農
地
の
円
滑
利
用
の
取
り
組
み
は
。

農
林 

市
は
農
業
経
営
の
意
向
調
査
を
行
い
、

新
規
就
農
者
が
農
地
相
談
す
る
農
業
委

員
や
Ｊ
Ａ
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

　

問 

関
係
者
協
議
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

農
林 

区
の
単
位
で
関
係
者
が
地
域
の
話
し
合

い
を
重
ね
て
お
り
、
継
続
す
る
。

　

問 

新
し
い
農
業
技
術
の
普
及
は
。

農
林 

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
自
動
化
、
情
報
共
有
、

デ
ー
タ
活
用
に
区
分
さ
れ
る
が
途み

ち
な
か半

ば

だ
。
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
循
環
型
社
会
の
ご
み
政
策

政和クラブ
小林 陽子

教育のICT化～授業風景～

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
は

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市
の
農
業
と
観
光
の
転
換
期
へ
の
対
応
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

一 般 質 問

　

問 

給
食
費
公
会
計
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
研
究
、
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

教
部 

令
和
４
年
度
に
公
会
計
に
移
行
す
る
。

県
内
他
自
治
体
と
共
同
利
用
で
き
る
業

務
シ
ス
テ
ム
を
、
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
で
要
求
す
る
。
会
計
方
式
は
、
特

別
会
計
を
設
け
な
く
て
も
事
業
収
支
は

明
確
で
あ
り
、
一
般
会
計
が
妥
当
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

問 

５
月
に
給
食
費
を
給
食
セ
ン
タ
ー
総
務

費
か
ら
支
出
し
、
保
護
者
負
担
を
全
額

免
除
に
し
た
。
一
般
会
計
か
ら
の
支
出

な
の
で
、
一
般
市
民
は
関
心
を
抱
い
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
関
心
に
応
え
る
か
。

教
部 

食
材
の
調
達
先
な
ど
を
含
め
、
給
食
費

の
決
算
資
料
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
た
い
。
ま
た
、
年
間
の
調
定
額
を
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
会
議
資
料

と
し
て
公
開
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。

　

問 
未
収
金
残
高
４
６
０
万
円
の
回
収
を
ど

う
図
る
か
。
改
正
前
民
法
の
短
期
消
滅

時
効
が
完
成
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

教
部 

時
効
に
係
る
未
収
金
の
免
除
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
処
理
が
適
当
か
、
法
律
の

専
門
家
等
と
し
っ
か
り
話
を
す
る
。
そ

れ
以
外
の
未
収
金
は
、
滞
納
整
理
を
強

化
し
て
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
る
。

　

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
市
民
説
明
会
で
、
公

会
計
に
移
行
す
る
こ
と
を
言
わ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

教
部 

今
般
は
、
令
和
元
年
５
月
の
第
１
回
目

 

の
説
明
会
の
意
見
に
答
え
る
と
い
う
趣

旨
で
開
催
し
た
。
公
会
計
化
に
つ
い
て

は
、
議
会
へ
の
報
告
が
ま
だ
で
あ
り
、

市
民
説
明
会
で
持
ち
出
し
て
も
、
混
乱

が
あ
る
と
思
い
、
あ
え
て
控
え
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

給
食
費
公
会
計
化
の

検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か

政和クラブ
遠藤 武文

公会計に移行しても未収金は大きな課題

　

問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
区
の
総
会
の
開
催

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活 

区
で
行
う
会
議
や
行
事
開
催
の
参
考
と

し
て
、
感
染
防
止
に
関
す
る
参
考
と
な

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
全
区
に
配

布
し
た
。
総
会
に
お
け
る
感
染
予
防
対

策
だ
け
で
な
く
、
会
議
に
お
い
て
の

書
面
評
決
の
方
法
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

問 

恒
例
の
行
事
は
中
止
と
す
る
の
か
。
実

施
す
る
場
合
の
感
染
対
策
は
十
分
か
。

政
策 

直
近
の
感
染
状
況
を
勘か

ん
あ
ん案

し
、
新
年
祝

賀
会
は
中
止
と
す
る
。
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ

と
の
国
際
交
流
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

延
期
と
な
っ
た
こ
と
で
中
止
と
し
た
。

友
好
都
市
と
の
交
流
に
お
い
て
は
、
お

互
い
に
行
き
来
が
で
き
な
い
が
、「
交

 

流
事
業
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
一
冊
の
本

に
仕
上
げ
て
配
布
し
た
。

総
務 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
平
和
と

人
権
の
つ
ど
い
は
中
止
し
た
が
、
共
同

参
画
の
地
域
の
支
部
で
は
、
パ
ネ
ル
展

等
を
開
催
す
る
な
ど
工
夫
し
て
事
業
を

実
施
し
た
。

商
工 

安
曇
野
花
火
と
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
中
止
と
し
た
こ
と
で
、
市
内

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
売
り
上
げ
減
少

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
安
曇
野
花
火
実

行
委
員
会
で
は
地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
の
思
い
で
、
悪あ

く
え
き
た
い
さ
ん

疫
退
散
安
曇
野
花
火

と
題
し
て
短
時
間
で
は
あ
る
が
打
ち
上

げ
、
次
回
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

問 
年
１
回
各
区
か
ら
要
望
を
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
実
施
状
況
に
お
い
て
フ

 

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
い
と
の
声

が
届
い
た
。
改
善
を
望
む
。

市
長 

市
と
区
と
の
連
携
が
十
分
で
な
か
っ
た
。

今
後
市
民
生
活
部
の
中
に
窓
口
を
一
本

化
し
、
回
答
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
中
止

さ
れ
た
現
状
と
そ
の
後

公明党
小松 芳樹

コロナ終息を願い安曇野花火大会に代わり
短い時間打ち上げられた花火玉

各
地
域
要
望
に
つ
い
て
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定例会 市政のここが聴きたい!!

　

問 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ

 

ー
」）
市
民
説
明
会
の
日
程
は
、
７
月

 

の
教
育
委
員
会
で
説
明
、
８
月
に
議
題

 

と
し
て
決
定
し
て
い
た
。
周
知
期
間
が

 

２
年
は
元
年
度
の
半
分
だ
っ
た
理
由
は
。

教
部 

期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　

問 

要
望
し
て
い
た
資
料
が
説
明
会
で
示
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
と
認
識
は
。

教
部 

30
、
31
年
度
の
地
元
食
材
の
使
用
率
の

数
字
は
な
い
。
栄
養
教
諭
の
意
見
で
は
、

自
校
方
式
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

問 

地
元
食
材
使
用
率
を
上
げ
る
姿
勢
が
低

く
、
農
家
と
セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
向
も
な
く
、
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
子
ど
も
の
意
識
も
聞
い

て
な
い
。
教
職
員
が
見
た
子
ど
も
の
セ

 

ン
タ
ー
の
認
識
や
保
護
者
の
意
見
に
係

 

る
資
料
も
な
い
。
平
成
14
年
５
月
か
ら

 

の
検
討
委
員
会
の
答
申
内
容
も
答
え
ら

れ
な
い
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
３
セ
ン
タ

 

ー
化
へ
の
理
解
を
求
め
ら
れ
る
の
か
。

堀
金
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
堀
金
」）
の

 

廃
止
案
は
撤
回
す
べ
き
だ
。
堀
金
廃
止

に
賛
成
と
反
対
の
意
見
は
。

教
長 

延
べ
２
０
２
人
が
参
加
し
、
同
意
見
を

ま
と
め
る
と
、
反
対
35
件
賛
成
３
件
だ
。

　

問 

以
下
の
こ
と
は
堀
金
か
ら
他
の
セ
ン
タ

 

ー
に
引
き
継
げ
る
の
か
。
①
子
ど
も
と

給
食
教
職
員
と
の
生
の
交
流
②
子
ど
も

が
毎
日
調
理
場
を
見
ら
れ
る
こ
と
③
身

近
な
農
家
が
作
っ
た
食
材
だ
と
子
ど
も

が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
④
調
理
後
子
ど
も

 

が
食
べ
る
ま
で
の
時
間
が
短
い
こ
と
⑤

自
校
方
式
的
給
食
環
境
に
子
ど
も
が
い

る
保
護
者
の
安
心
感
⑥
地
域
が
長
年
培

 

っ
て
き
た
伝
統
・
食
文
化
。
こ
れ
ら
を

地
域
か
ら
奪
う
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

教
長 

①
困
難
②
４
セ
ン
タ
ー
の
構
造
上
の
長

短
が
あ
る
③
堀
金
ほ
ど
で
は
な
い
⑥
努

力
す
る
。
奪
う
と
は
認
識
し
て
な
い
。

安
曇
野
の
文
化
・
４
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
継
続
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

平成14年5月から始まった堀金小学校建設検討
委員会の答申。給食センターの部分を取り出したもの

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

政和クラブ
松枝 　功

　

問 

教
育
委
員
会
の
資
料
な
ど
に
掲か

か

げ
ら
れ

る
「
安
曇
野
の
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」、

そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
。

教
長 

市
と
し
て
、
ど
う
い
う
子
ど
も
を
育
て

た
い
か
を
明
確
に
す
る
議
論
の
中
で
、

誰
も
が
覚
え
ら
れ
る
言
葉
と
し
て
「
安

曇
野
の
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
が
誕
生

し
た
。
そ
こ
に
、
市
出
身
の
文ぶ

ん
ご
う豪

臼
井

吉
見
が
、
昭
和
42
年
の
中
学
生
へ
の
講

演
で
語
っ
た
言
葉
を
添
え
、「
体
を
動
か

し
、
頭
で
考
え
、
心
に
感
ず
る
、
安
曇

野
の
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
を
、
育
て

た
い
子
ど
も
像
と
し
た
。

　

問 

「
安
曇
野
の
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
は
ど

う
育
て
る
の
か
。

教
長 

安
曇
野
市
総
ぐ
る
み
で
育
て
る
と
い
う

機
運
の
高
ま
り
に
期
待
し
て
い
る
。
小

中
学
校
で
の
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
の

取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

事
業
な
ど
地
域
の
協
力
を
得
た
体
験
の

取
り
組
み
な
ど
を
進
め
る
。
家
庭
、
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
目
標
を
定
め
実

践
い
た
だ
く
こ
と
に
も
期
待
し
た
い
。

　

問 

市
が
進
め
る
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」
は

小
学
校
で
は
ど
う
継
承
さ
れ
る
の
か
。

教
長 

小
中
一
貫
教
育
を
念
頭
に
、
幼
保
を
加

え
て
の
連
続
し
た
教
育
を
考
え
る
中
で
、

 

「
や
ま
ほ
い
く
」
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

 

に
伸
ば
す
こ
と
も
明
確
に
し
た
い
。

　

問 

６
年
前
の
市
議
会
で
の
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
小
学
校
内
設
置
を
進
め
る
」

と
の
答
弁
に
変
わ
り
な
い
か
。

教
長 

現
在
は
、
当
時
か
ら
２
校
増
の
５
小
学

校
で
余
裕
教
室
を
活
用
し
て
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
。
全
学
校
を
訪
問
し
調
査
し

た
が
、
今
す
ぐ
に
使
え
る
教
室
の
確
保

が
困
難
な
学
校
も
あ
る
。
児
童
ク
ラ
ブ

は
小
学
校
内
に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
、
進
め
て
い
く
。

自然農法の水田で遊ぶ「信州やまほいく」の
子どもたち

「
安
曇
野
の
た
く
ま
し
い

子
ど
も
」
は
ど
う
育
む
の
か
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
↓
市
長　

副
市
長
↓
副
長　

教
育
長
↓
教
長　

総
務
部
長
↓
総
務　

政
策
部
長
↓
政
策　

財
政
部
長
↓
財
政　

市
民
生
活
部
長
↓
生
活　

福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
↓
保
健　

  

農
林
部
長
↓
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道　

  

教
育
部
長
↓
教
部

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

周
辺
施
設
と
連
携
し
て
観
光
振
興
す
る
。

　

問 

安
曇
野
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

閉
館
後
の
活
用
と
山
麓
地
域
活
性
化
を
。

商
工 

相
談
等
が
あ
れ
ば
一
緒
に
検
討
す
る
。

　

問 

周
遊
バ
ス
を
市
内
循
環
バ
ス
に
拡
大
を
。

政
策 

令
和
２
年
度
中
に
は
方
向
性
を
出
す
。

　

問 

「
あ
づ
み
ん
」
の
利
便
性
の
向
上
を
。

政
策 

令
和
２
年
度
中
に
は
答
え
を
出
す
。

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

感
染
防
止
と
経
済
活
動
を
両
立
す
る
。

教
長 

感
染
症
対
策
、
相
談
、
人
間
性
教
育
を
。

　

問 

経
済
支
援
分
析
と
更
な
る
経
済
支
援
を
。

商
工 

次
の
プ
レ
ミ
ア
ム
券
発
行
な
ら
検
討
へ
。

政
策 

年
度
内
の
追
加
経
済
支
援
は
難
し
い
。

　

問 

う
つ
、
引
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
い
じ
め
、

児
童
虐
待
、
自
殺
の
防
止
施
策
を
。

保
健 

う
つ
や
自
殺
に
対
応
。
各
部
局
と
連
携
。

福
祉 

引
き
こ
も
り
と
児
童
虐
待
に
連
携
支
援
。

教
部 

不
登
校
と
い
じ
め
に
連
携
・
相
談
支
援
。

　

問 

合が
っ
そ
う
し
き
ふ
ん
ぼ

葬
式
墳
墓
の
分
析
と
樹
木
葬
建
設
を
。

生
活 

合
葬
式
墳
墓
は
霊
園
内
に
今
と
同
様
に

整
備
す
る
。
樹
木
葬
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

教
長 

学
習
機
会
と
生
涯
学
習
を
充
実
さ
せ
る
。

　

問 
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
向
上
と
精
神

障
が
い
者
の
入
院
・
通
院
補
助
拡
大
を
。

福
祉 
２
級
の
通
院
給
付
を
拡
大
す
る
。

　

問 

入
浴
料
金
割
引
券
に
無
料
券
選
択
肢
を
。

福
祉 

無
料
券
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問 

Ｇ
ギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
と
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
促
進
を
。

教
部 

効
果
的
な
活
用
を
目
指
し
、
進
め
る
。

山
麓
観
光
を
活
性
化
し

市
民
生
活
の
向
上
に
貢
献
を

無会派
林　 孝彦

令和２年 12 月末に閉館の
安曇野アートヒルズミュージアム

福
祉
医
療
、高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
向
上
を

　

問 

平
和
の
問
題
、
市
長
の
思
い
は
。

市
長 

戦
争
は
許
せ
な
い
。
平
和
な
社
会
を
構こ

う

築ち
く

す
る
こ
と
は
私
ど
も
の
責
務
だ
。

　

問 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
業
者
や
農
業
の
状
況
は
。

商
工 

倒
産
や
廃
業
防
止
の
た
め
、
市
制
度
資

金
で
貸
付
支
援
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

で
市
内
経
済
の
下
支
え
を
行
っ
た
。
国
・

県
の
動
向
に
注
視
し
、
感
染
防
止
と
経

済
活
動
の
活
性
化
を
検
討
し
て
い
く
。

農
林 

農
産
物
の
販
売
減
少
や
価
格
低
下
に
対

応
。
鎮ち

ん
せ
い
か

静
化
し
な
い
と
回
復
が
望
め
な

い
。
収
入
保
険
制
度
活
用
を
周
知
す
る
。

　

問 

コ
ロ
ナ
感
染
で
市
民
の
生
活
、
窮

き
ゅ
う
じ
ょ
う

状
は
。

福
祉 

生
活
保
護
の
申
請
、
決
定
数
は
増
加
傾

向
。
緊
急
小こ

ぐ

ち口
融
資
は
２
９
７
件
と
昨

年
７
件
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
増
。

保
健 

収
入
減
の
世
帯
に
、
11
月
末
で
国
保
税

で
84
件
１
８
７
２
万
７
２
０
０
円
、
介

護
保
険
料
は
30
件
２
０
８
万
１
２
２
０

円
減
免
。
減
免
対
象
は
条
例
に
定
め
る

者
。
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
申
請
で

 

き
る
。
引
き
続
き
啓
発
に
努
め
る
。

　

問 

就
学
援
助
の
状
況
は
。

教
部 

11
月
30
日
現
在
７
９
５
人
の
児
童
生
徒

に
支
給
。
全
児
童
生
徒
の
10
・
８
％
。

　

問 

コ
ロ
ナ
対
応
の
固
定
資
産
税
の
減
免
や

低
減
の
前
倒
し
は
で
き
な
い
か
。

市
長 

固
定
資
産
税
の
減
免
は
令
和
３
年
度
の

１
年
分
で
、
市
単
独
で
は
で
き
な
い
。

　

問 

調
節
池
を
地
下
水
か
ん
養
や
ス
ケ
ボ
ー

場
に
利
用
し
、
若
者
が
集
い
家
族
で
環

境
が
学
べ
る
一
帯
活
用
は
で
き
な
い
か
。

建
設 

周
辺
環
境
を
活
か
し
有
効
活
用
を
図
る
。

生
活 

地
下
水
か
ん
養
は
で
き
な
い
。
広
域
排

水
路
の
活
用
を
研
究
し
県
と
協
議
す
る
。

市
長 

周
辺
活
用
を
図
る
。
ス
ケ
ボ
ー
場
は
豊

科
南
部
総
合
公
園
に
設
置
。
流
域
河
川

整
備
で
地
下
水
の
か
ん
養
を
促
進
す
る
。

平
和
で
こ
そ
活
き
る
コ
ロ
ナ

対
応
の
減
免
や
制
度

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

建設が始まった黒沢川調節池工事現場

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
、心
理
的
、

精
神
的
影
響
の
分
析
と
対
応
策
を

黒
沢
川
調ち

ょ
う
せ
つ
ち

節
池
に
ス
ケ
ボ
ー
場
を
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令
和
３
年
１
月
15
日
、
第
７
回
安
曇
野
市

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
令

和
２
年
５
月
21
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓ま

ん
え
ん延
に
よ
り
、
無

期
限
延
期
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

当
日
の
議
会
報
告
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第
３
波
の
感
染
拡
大
状
況
を
考
慮
し
、

議
会
改
革
推
進
委
員
会
が
議
会
の
承
認
を
得

た
上
、
残
念
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご

出
席
い
た
だ
か
な
い
形
で
行
い
ま
し
た
。
議

員
も
約
半
数
の
出
席
で
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
資
料
は
市
役
所
、
各
支
所
、
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
お
よ
び
資
料
の

掲
載
を
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
上
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

安
曇
野
市
議
会
事
務
局

●
住　

所　

〒
３
９
９-

８
２
８
１

　
　
　
　

安
曇
野
市
豊
科
６
０
０
０
番
地

●
フ
ァ
ッ
ク
ス　

０
２
６
３-

７
１-

２
１
５
０

●
電
子
メ
ー
ル

　

g
ikai@

city.azu
m
in
o
.n
ag
an
o
.jp

（
様
式
は
自
由
）

提
出
期
限
は
令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見

は
議
会
で
検
討
し
、
今
後
の
議
会
運
営
や
議

会
報
告
会
の
参
考
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

報
告
内
容
や
ご
意
見
等
は
、
次
号
の
「
議

会
だ
よ
り
第
62
号
」
に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
の
「
広
報
あ
づ
み
の
」
を
編
集
し
て
い
る
政
策
部
秘
書
広
報
課
と
令
和
２
年
11
月
４
日
に
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

秘書広報課との意見交換の様子

市民参加者なしの議会報告会の様子

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
広
報
あ
づ
み
の
」
担
当
者
と
意
見
交
換

　

議
会
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
や
市
政
の
中

身
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
議
員
自
ら
の
手
で
作
っ
て
い
る
。「
議

会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
も
始
め
、
モ
ニ

タ
ー
と
の
座
談
会
を
持
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
「
広
報
あ
づ
み
の
」
は
、
市
と
市
民
の
皆
さ

ん
を
つ
な
ぐ
最
も
基
本
的
な
情
報
媒
体
と
し

て
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
届
け
る
こ
と

を
常
に
考
え
編
集
に
携た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
広
報

は
政
策
の
総
仕
上
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
集
と
関
連
づ
け
た
表
紙
に
し
、
写
真
の

撮
り
方
を
学
ん
で
い
る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ

ザ
イ
ン
変
更
も
課
題
だ
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
「
マ

チ
イ
ロ
」
無
料
ア
プ
リ
も
や
っ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
広
報
あ
づ
み
の
」
と
、「
議
会
だ
よ
り
」

で
は
予
算
と
決
算
の
記
事
が
重
複
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
提
案
者
側
の
立
場
で
書
き
、
議

会
は
様
々
な
経
過
が
あ
っ
て
議
決
し
た
と
報

　
「
広
報
あ
づ
み
の
」「
議
会
だ
よ
り
」
と
も
市

政
を
い
か
に
身
近
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
自
分
事
に
し
て
い
く
か
を
考
え
、
取
り
組

ん
で
い
る
。
伝
え
る
、
発
信
す
る
、
説
明
す

る
こ
と
は
政
治
に
携
わ
る
お
互
い
に
と
っ
て

必
須
な
こ
と
。
年
４
回
の
議
会
だ
よ
り
で
全

て
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓエ

ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
継
続
的
に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
か
ら

　

　

秘
書
広
報
課
か
ら

　

　

考　

察

　

ご意見はこちらに

告
す
る
役
割
の
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
立

ち
位
置
が
違
う
。

第
１
報
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一 般 質 問

無会派
小林 純子

　

問 

目
標
６
項
目
の
う
ち
、
安
心
・
安
全
な

給
食
と
地
産
地
消
に
つ
い
て
聞
く
。
パ

ン
用
小
麦
は
現
在
国
産
小
麦
が
90
％
ま

で
増
え
、
輸
入
小
麦
は
10
％
に
減
っ
た

が
、
プ
レ
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
輸
入
小
麦
か

ら
除
草
剤
成
分
が
多
く
検
出
さ
れ
る
現

状
か
ら
、
パ
ン
を
１
０
０
％
国
産
小
麦

に
し
た
い
が
ど
う
か
。

教
部 

現
在
、
県
産
45
％
、
北
海
道
産
45
％
、

外
国
産
が
10
％
。
令
和
３
年
１
月
か
ら

 

県
産
50
％
、
北
海
道
産
50
％
で
１
０
０

 

％
国
内
産
小
麦
の
パ
ン
に
な
る
。

　

問 

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
づ
く
り

は
「
近
代
的
な
施
設
で
衛
生
管
理
の
徹

底
を
図
る
」
だ
け
で
は
不
十
分
。
い
ま

 

や
、
農
薬
、
食
品
添
加
物
、
遺
伝
子
組

み
換
え
、
ゲ
ノ
ム
編
集
等
々
、
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸け

ね

ん念

さ
れ
る
。
安
心
・
安
全
は
施
設
や
衛
生

管
理
だ
け
で
な
く
、
食
材
そ
の
も
の
の

安
全
性
に
関
す
る
理
念
が
必
要
で
は
。

教
長 

学
校
給
食
理
念
・
目
標
の
制
定
か
ら
20

年
、
昨
今
の
様
々
な
状
況
を
勘
案
し
、

見
直
し
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
本

格
的
な
検
討
に
着
手
す
る
。

　

問 

新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
、
従
来
の
食
農

シ
ス
テ
ム
や
大
規
模
流
通
よ
り
も
、
有

機
農
産
物
を
通
じ
た
産
地
と
消
費
者
の

よ
り
近
い
関
係
性
（
地
産
地
消
）
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
食
農
シ

ス
テ
ム
の
担
い
手
と
し
て
、
小
農
や
家

族
農
業
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
が
。

農
林 

農
地
を
担
い
手
な
ど
に
集
積
し
、
農
地

の
維
持
と
、
農
業
の
規
模
拡
大
に
よ
る

経
営
の
安
定
化
を
図
る
と
い
う
柱
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
小
規
模
農
家
の
存
在

も
大
切
で
、
一
定
程
度
の
小
規
模
農
家

を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
校
給
食
の
目
標

見
直
し
必
要
で
は農

業
が
新
型
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
救
う

無会派
内川 集雄

　

問 

市
内
高
齢
者
の
自
転
車
単
独
事
故
に
よ

り
２
人
が
亡
く
な
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
れ
ば
と
悔
や
む
。
自
転

車
利
用
の
高
齢
者
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
推
進
し
、
普
段
被か

ぶ

る
帽
子
と
遜そ

ん

色
し
ょ
く

の
な
い
、
自
転
車
、
シ
ニ
ア
カ
ー
利

用
に
適
し
た
、
お
し
ゃ
れ
な
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
に
加
え
て
は
と
提
案
す
る
。

生
活 

デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ズ
な
ど
ご
希
望
に
沿

う
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
り
揃そ

ろ

え
て
置
く
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
課
窓

口
に
、
お
し
ゃ
れ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
見
本

と
し
て
置
い
た
。
啓
発
に
用
い
、
ま
ち

な
か
に
お
し
ゃ
れ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
ふ

れ
る
安
曇
野
を
目
指
し
て
い
く
。

　

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
推
進
か
ら
職
員

の
働
き
方
改
革
、
生
産
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ど
の
様
に
進
め
る
か
。
行
政

情
報
化
投
資
効
果
と
そ
の
検
証
は
。

市
長 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
人
件
費
な
ど
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
想
定
し
、
期

待
す
る
。
導
入
経
費
と
削
減
で
き
る
人

件
費
を
把
握
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し

て
い
く
。

　

問 

年
金
開
始
ま
で
の
再
任
用
職
員
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
の
考
え
は
。

総
務 
再
任
用
を
経
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
働
け
る
年
齢
の
上
限
を
65
歳
と
方

針
決
定
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
が
譲
渡
し
た
長
峰
荘
に
関
す
る
事
項

地域づくり課窓口に置かれた
おしゃれヘルメットの見本

お
し
ゃ
れ
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
似
合
う
ま
ち
安
曇
野

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
市
職
員
の
働
き
方

改
革
と
職
員
数
の
考
え

※

※
プ
レ
ハ
ー
ベ
ス
ト
…
小
麦
や
大
豆
な
ど
、
収
穫
前
に
除
草
剤
で
枯
ら
し
て
、
収
穫
の
効
率
を
高
め
る
農
業
手
法
。

安曇野市学校給食理念（目標）
１ 安心・安全で美味しい給食づくり
２ 食育の推進
３ 地産地消の推進
４ 手作り給食の実施
５ 季節感がある地域の伝統食の提供
６ 栄養バランスの取れた給食の提供
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議会だより あれこれ

暑
い
夏
の
日
に
元
気
に
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
が
こ
ぞ
っ

て
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
、
コ
ッ
プ
の
水
を
美
味
し
そ

う
に
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲
み
干
す
。
あ
り
が
と
う
と
ま

た
遊
び
に
戻
る
子
ど
も
た
ち
を
見
送
る
私
。
安
曇

野
明
科
で
農
家
の
の
き
さ
き
で
小
さ
な
カ
フ
ェ
を

や
り
な
が
ら
そ
ん
な
思
い
を
馳は

せ
て
い
ま
す
。

現
実
は
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

な
ん
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が
少
な
い
。

そ
れ
で
も
地
元
野
球
チ
ー
ム
の
応
援
に
行
く
と
、

元
気
に
グ
ラ
ン
ド
を
走
る
子
た
ち
に
会
え
る
の
は

と
て
も
嬉
し
く
楽
し
い
も
の
。

が
大
人
に
な
っ
て
久
し
振
り
に

顔
を
見
せ
に
来
て
く
れ
て
、
お

ば
ち
ゃ
ん
い
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
生
き
て
た
!?
っ
て

言
っ
て
も
ら
え
た
ら
私
は
本
望
だ
な
あ
。

私
が
子
ど
も
に
な
っ
て
近
所
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
様
子
伺
い
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
よ
う
と
思
う
。

お
じ
ち
ゃ
ん
、
元
気
に
し
て
た
？
お
ば
ち
ゃ
ん
、

腰
の
具
合
は
ど
う
？
お
茶
で
も
飲
ん
で
け
や
と
言

わ
れ
た
ら
遠
慮
な
く
い
た
だ
き
、
漬
物
や
煮
物
を

バ
ク
バ
ク
食
べ
る
。
小
さ
い
頃
と
て
も
お
世
話
に

な
っ
た
か
ら
昔
の
話
で
も
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
っ
て
！

で
す
。
安
心
し
て
子
育
て
が
出

来
る
安
曇
野
市
に
、
安
曇
野

に
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え

る
環
境
作
り
、

お
母
さ
ん
た
ち

が
安
曇
野
が
い

い
と
感
じ
て
欲

し
い
。
み
ん
な

の
願
い
！

　「てえへんだ、てえへんだ！」と、大声をあげ、頭に
手ぬぐいを載せ、竹の棒で叩きながらの、瓦版売りの
姿を時代劇で見る。
　瓦版は、世の中の情報を知る手頃な媒体として、庶民
の間で人気のある読みものであった。
　安曇野市議会の動き等を伝える、重要な媒体として
の「議会だより」がある。
　市の「広報あづみの」担当者と議会広報委員との意
見交換会があった。ともに、市民の皆さんに手に取っ
ていただきたい。読んでいただきたい。解りやすい、親
しみのある情報源として、互いに切

せっさたくま
磋琢磨する。

　頭に手ぬぐいのねじり鉢
巻きで、61号の原稿を書く。

委員　内川 集雄　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦
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だ
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3月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。詳しくは議会事務局にお問い合わ
せください。開会時間は、本会議10：00～　委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ
公職選挙法に基づき、議員の寄附

行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

2019年春 明科萩原蜂ヶ沢砂防公園の桜の花見
ぬかくどで炊いたご飯と豚汁で昼食

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

こ
れ
が
私
の
夢
。

日 月 土火 水 木 金

22 23 24 25 26 27

6

21

14 15 16 17 18 19 20

8 9 10 11 12 13

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会）

2/7

本会議
議案質疑・
委員会付託

本会議
常任委員会・
補正採決

14
議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

28 3/1 3 4 5
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）

全員協議会
（予算説明）

全員協議会
（予算説明）

（天皇誕生日）

（春分の日）

（建国記念の日）

2

11 12 138 9 107

15 16 17 18 19 20

議会運営委員会・
全員協議会

し
か
し

こ
の
子
た
ち

だ
か
ら
今
は

子
ど
も
は
宝

24


